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「おんだ祭り」は、神々が稲の生育状況を見て回り、五穀豊穣を�
祈る祭事です。�

　
今
月
は
、
夏
に
行
わ
れ
る
祭
事
の
う
ち
、

お
ん
だ
祭
り
・
風
祭
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
阿
蘇
神
社
の
楼
門
の
脇
に
あ
る
神
幸
門
・

還
御
門
は
、
こ
の
時
の
み
開
き
ま
す
。�

��

御
田
植
神
幸
式
（
阿
蘇
神
社
7
月
28
日
）�

お
ん
だ
祭
り
（
国
造
神
社
7
月
26
日
）�

�　
阿
蘇
神
社
で
は
、
前
夜
に
十
二
神
を

神
輿
に
う
つ
す
遷
座
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
の
神
輿
に
健
磐
龍
命
、
二
の
神
輿
に

阿
蘇
都
比
　
命
、
三
の
神
輿
に
三
・
五
・

七
・
九
・
十
一
・
十
二
の
宮
の
男
性
神
、

四
の
神
輿
に
二
・
四
・
六
・
八
・
十
の

宮
の
女
性
神
が
遷
座
し
ま
す
。
祭
り
で
は
、

神
輿
は
駕
輿
丁
に
担
が
れ
て
、
神
幸
門

か
ら
出
発
し
ま
す
。
猿
田
彦
を
先
頭
に
、

鷹
持
・
宇
奈
利
14
名
・
獅
子
頭
・
早
乙
女
・

田
楽
・
田
男
・
牛
頭
・
田
女
・
神
輿
・

宮
司
等
、
約
2
0
0
名
の
大
行
列
で
お

仮
屋
へ
と
向
か
い
ま
す
。
青
田
の
中
を

進
む
行
列
は
、
豪
華
な
絵
巻
を
見
る
よ

う
で
す
。�

　
一
の
お
仮
屋
に
到
着
し
、
神
輿
が
納

め
ら
れ
て
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

お
仮
屋
の
前
で
駕
輿
丁
た
ち
に
よ
り
田

歌
が
歌
い
始
め
ら
れ
ま
す
。
打
ち
鳴
ら

す
大
太
鼓
を
中
心
に
宇
奈
利
・
獅
子
頭

等
が
集
ま
り
、
そ
の
周
囲
を
神
輿
が
ま
わ
り
、

駕
輿
丁
た
ち
は
田
歌
を
歌
い
続
け
ま
す
。

ま
わ
っ
て
い
る
神
輿
に
宮
司
が
稲
の
苗
を

投
げ
、
神
職
や
氏
子
た
ち
も
続
け
て
投

げ
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
御
田
植
式
」
と

い
い
ま
す
。
そ
の
後
行
列
は
二
の
お
仮

屋
に
向
か
い
、
こ
の
時
か
ら
田
歌
が
歌

わ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
進
み
ま
す
。�

　
ま
た
、
沿
道
の
人
は
神
輿
く
ぐ
り
や

宇
奈
利
の
櫃
に
手
を
合
わ
せ
た
り
し
ま
す
。

二
の
お
仮
屋
で
も
同
様
に
神
事
が
行
わ

れ
ま
す
。�

　
行
列
は
、
青
田
の
中
を
田
島
ー
下
町

ー
仲
町
ー
上
町
ー
賽
木
と
進
み
、
神
社

に
到
着
し
ま
す
。
還
御
門
か
ら
入
り
、

神
殿
を
12
回
ま
わ
る
「
宮
巡
り
」
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
、
境
内
で
7
回
ま
わ
り
、

御
田
植
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

神
輿
は
拝
殿
に
安
置
さ
れ
駕
輿
丁
に
よ

る
歌
い
納
め
や
成
就
祭
が
行
わ
れ
、
御

田
植
神
幸
式
は
滞
り
な
く
終
わ
り
ま
す
。

夜
の
と
ば
り
が
せ
ま
る
頃
、
祭
り
を
無

事
に
終
え
た
人
々
の
日
に
焼
け
た
顔
に
、

安
堵
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。�

　
国
造
神
社
の
お
ん
だ
祭
り
は
、
阿
蘇

神
社
よ
り
小
規
模
で
す
が
、
内
容
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
前
夜
に
遷
座

祭
を
行
い
、
祭
り
で
は
、
猿
田
彦
を
先

頭
に
宇
奈
利
6
名
・
田
楽
・
田
男
・
牛
頭
・

田
女
・
神
輿
1
基
・
宮
司
等
の
行
列
で

お
仮
屋
に
向
か
い
ま
す
。
お
仮
屋
で
は

神
輿
が
納
め
ら
れ
て
神
事
が
あ
り
、
駕

輿
丁
に
よ
る
田
歌
の
中
で
御
田
植
式
が

行
わ
れ
ま
す
。�

　
次
に
、
田
歌
を
歌
い
な
が
ら
行
列
は

ゆ
っ
く
り
と
神
社
へ
向
か
い
ま
す
。
神

殿
で
７
回
の
宮
巡
り
と
境
内
で
御
田
植

式
が
行
わ
れ
、
神
輿
は
拝
殿
に
安
置
し

駕
輿
丁
に
よ
る
田
歌
の
歌
い
納
め
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
駕
輿
丁
は
各
地
区

へ
帰
っ
て
田
歌
の
歌
い
込
み
が
あ
り
、

神
社
で
は
神
々
を
遷
座
し
て
お
ん
だ
祭

り
は
終
わ
り
ま
す
。
昔
か
ら
不
思
議
と

こ
の
日
に
夕
立
が
あ
り
、「
手
野
の
お
ん

だ
は
夕
立
お
ん
だ
」
と
諺
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。�

�風
祭
（
5
月
20
日
・
8
月
16
日
）�

�　
農
業
に
と
っ
て
風
水
害
は
大
敵
で
あ
り
、

こ
れ
を
鎮
め
る
の
が
風
祭
で
す
。
ま
ず
、

宮
地
の
風
宮
で
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
神
職
2
名
は
二
手
に
分
か
れ
、

御
幣
を
手
に
か
ざ
し
、
手
野
の
風
宮
へ

向
か
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
邪
悪
な
風
を

風
穴
に
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
た
め
で
す
。

手
野
の
風
宮
で
合
流
し
、
宮
地
と
同
様

に
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

二
本
の
御
幣
は
御
神
体
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
日
に
農
作
業
を
行
う
と
必
ず
風

水
の
災
い
が
起
き
る
と
さ
れ
、
近
郊
の

農
家
は
作
業
を
休
ん
で
阿
蘇
神
社
・
国

造
神
社
・
風
宮
を
参
拝
し
た
も
の
で
し
た
。�

※
（
　
）
の
期
日
は
平
成
19
年
の
も
の
�

み
ゆ
き
も
ん�

か
ん
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ょ
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ん�

か
ざ
ま
つ
り�

せ
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さ
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